

































































































































































































































































































































































































































































































に､ 48o Cで5分間処理した胞子を直径15 cmのベトリ皿当り約300個ま
き･それを20o C,lo∫川/cm2の白色光の下で3日間培養し胞子嚢柄の形
成を誘導した｡次に4o Cで15時間処理することによって胞子嚢柄の生














































































シElイヌナズナ(Arabidopsis thaliana L･ Heynh･)の長広軸突裁変異(hyお








































































































































































bはaの拡大懐　く　scale bar 1 a　2a　3a: 50JLm.
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(a)水田土塊細菌群の中に高濃度の批素(亜批酸A s Ⅲ､批酸A s V)に耐性を示す
細菌がいるかどうか検討し､批素耐性菌の分離を試みた｡水田土壌試料は鹿島台水田(義
層1 0 cmの土壌)から採取した｡湿土壌(水分27 % )を室温で1週間放置して風乾土
(水分6 % )とした｡培地としては, NB培地(peptone log, meat extract log, NaC1
5g,水l L, pH 7)およびDNB培地(1/100 DNB)を用い､ 1200C, 10分間殺菌した｡寒
天としては､ DifcoIBacto Agar 1% (W/V)を用いた.亜批酸および批酸は,それぞれ











亜批酸AsⅢと批酸AsVをそれぞれ100 ､ 500 ､ 1000 ppm　添加したNB培地および
DNB培地に土壌懸濁液を接種し生育した細菌(枇素耐性菌)コロニー(C F U)を計数
し､その結果をTablel (A) (8)に示した｡
｢股に･亜批酸A s Ⅱの方が批敢A s Vより生物に対する毒性が強いといわれている｡
水田土壌細菌群のC F Uに対しても､亜批酸の方が強い生育阻害作用を示した｡例えば､
AsⅡ 100 ppm　でも強い阻害が認められ､ CFU (DNB培地)はAs無添加のときの
2% (湿土) -5% (風乾土)に減少し､ 500 p叩以上になるとほとんど生育しない｡
AsVを100 ppm添加した場合には､ CFU (DNB培地)はAs無添加の7% (湿土)
-8% (風乾土)が残る｡ AsV 500-1000 ppmの添加でもCFUに大きな変化はない｡
風乾土でAs無添加のCFUは､生土の1/5から1/1 0に減少するが､両者におけ




















Table l　工nfluence on the bacterial colony nuTtqS Of the a朗ition
of arSenite dr eLrSenate tO the NB zmd EがB ntdia･
(A) Wet paddy soil
As cmcentraticn (拓m)

























'colony n血S in wet soil su野-Sion(g/loo m1) ･
* water mtent of wet soil : 27 i.
* ao ; allover gr〟t九.
'･1.3 tizTeS the figures 0f table仏) to cbtain the col叩m血S
in血y soil su甲ISim(g/loo m1) as in table (ら)･





























'colony m血s in dry soil su甲enSion(g/100 m1) ･















































































各地に在来するカブ(BTaSSJ'ca rapaL.)1 2種類,天王寺(大阪) ,聖謙院(京都) ,
博多据(北九川) ,近江(大津,京都) ,大鼓(滋賀) ,鳴沢菜(山梨) ,温海(山




































































































































































































































































































































































































































































培地としては､ 1/100DNB (peptone lg, meat extract lg, NaCI 0.5g, RO水1rl, pH
7.0) (RO水;逆浸透膜水)を用い､ 120●C. 15分間殺菌した｡寒天は､ Difco Bacto















成分曲線(a, b. C)から川成されている｡何られた全てのCFCの8､ b, C
について､ N∞(plate-I)､ A(day-15､ t r(day)の他を計拝し､それらの平均値を
Table lにまとめた.
これらの結果から､ As3'250p叩耐性抑緒には､生再速度の熊なる3っの細菌郡がいる
ことが示される｡ 8細菌耶は､ tr=1.79､ ^=2.15で､最も生符がよく､ C細別f
はtr=4.45,人=1.50で､生再はかなり掛､.コロニーにも特徴がみられ,.a帥
園桝では比較的大きく生持し､ C細菌桝ではコロニーは苦しく小さい｡ b細別fでは､
両者の小関的な特徴を示す｡ As3'50Oppmでも､上記とほとんど同様な一C F Cが得られ
たが､ 1000ppmでは生符するコロニーの数は悔めて少なくなる｡










Table 1. Values of parameters oE plate coLlntS





CCFC : component colony forming cllrVe.
Soil sample : wet paddy soil of kashimadai.
Mcdiun : 1/loo I)NB supplemented with　250ppm ^S3◆.




Fig.I. Representative colony forming ct]rvc.s of plate counts
(250ppm ^S3㌧tolerant bacteria) of paddy soil where plates
were incutJated at　27●C.

































































































































































































































































野生株　　　A　　78.0± 4.6 (116)　71.5 ± 6.2 (156)
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Fig･ Action spectrum for inhibition of induction of conidiophore formation･



























































前年において,日本各地に在来するカブ(Brassica Papa L.) 12品種, `天王
守(大阪)'､ L史誰院' (京都)､ L博多据一(北九川)､ L近江' (大津､
京都)､ `大鼓' (滋賀)､ L鳴沢莞' (山梨)､ `温瀬' (山形), `大野紅


















































































































''11｡1-. Lr^→ト･; 11=:j､ -"l:三三壬_:I,,lノ雲ヨ_T=言.三･IT計丁　三二二､二:I,
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(∩-4)　　94 ! 36 (n=37)
(n=4)　112 ! 27 (n=21)
(n=6)　145　+　24 (n=26)
'l pll　は150mM NaN0.3で, P-2　は　250mM Sorbitolで. P-3　は180mM
































































型CMSの原因であるとされるORF-1 3領域を含むH2断片を, Rs a Iで切断し,
HR2断片を作製し,これをプローブとしたところ, CMS系統であるSIく株のみに,
1.7 kbp付近に1本の断片が紐められた.次にこの断片を分析するために,クローニング
をおこなった, SA株のmtDNAをHi ndIIlで切断,永勤して, 1.7kbp付近の断片






















































































































































































輝男氏) ､ ｢イネの元素組成から何がわかるか｣ (京大農　高橋
英一氏) ､ ｢水田元素の移動分布における水の役割｣ (奈良女子
大理　木村優氏) ､水田の土壌を分析する｣ (東京工大大学院
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3 ハクサ ??30 















































































( 3 )ミゾソバ. (Polygonum thunbeI.gil Sieb. et Zucc.)
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回数を5, 10, 15, 20, 25回に変えて増幅したものを､ナイロンメンブレン上に











(8､ 4､ 2､ 1 )　　　(8､ 4､ 2､ 1 )
･サイクル投10回　　　･サイクル数20回
(8､ 4. 2､ 1 )　　　(8. 4､ 2､ 1 )
･サイクル数25回





















G7)′′ ′′ P C R 2 rpl日totaL50cycles
(_6)′′ ′′ ド C R 3何FIIotat75cycles
(参考文献)
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Fig. PhototropIC response Of conidium germ tubes to





























本研究は昨年に引き続き､植物病原菌から核外遺伝子D N A (プ
ラスミド)を分社し､その性状を検討し､病原菌との関係を明らか
にするとともに､土壌病害制御の方向性を検索することを目的とす
る｡
2.研究経過
プラスミド(pRS64)はどの様な情報を出して宿主を認識するか､
さらには病原性にどのように関与しているかについて解析する｡そ
のためには､生化学的手法として､プラスミドのどのORF　がタンバ
ク質の翻訳に関与しているのか､ノーザン･プロット法で解析した0
-万､ PFaE法により病原菌の染色体DNAとpRS64との相同性の解析を
サザン･プロット法で行ったo　さらに､相同領域を持つ染色体　DNA
断片のクローニングと検出を行った｡
3.研究結果
星.地止蘭の転移因子､ pRS64のほぼ全域のシー･ケンシングを行
い､これらの塩基配列に対して､ ORF　の解析の結果､ 0･4Kb前後の
短いORFが4つ認められた(第1防)o　さらに､本転移因子を保持す
るRト64南棟から抽出したmMAに対して､ pRS64の冬断片をブロー
31
プとしてノー･ザン･プロットの解析の結果､ pRS64　由来と思われる
約0.6Kb　のバンドが検出された(第2固)｡本バンドは､ pRS64　上に
認められたORF　2　の領域のブロー･プ, BE-3と反応したことから､本
oRF　は何らかのタンバク質をコ一･ドしていることを認めた｡さらに､
染色体DNA　とpRS64　との相同性の解析の結果､ PF8E法によって分讃
した染色体の最も小さいサイズ､約1.1Kb　とハイプリグイズした｡
しかも､相同性を認めた1.1 Kb染色体DNAの制限酵素断片とpRS64と
のハイプリダイゼ一･シヨンから､相同領域は分散していると考えら
れた｡
pRS64-2
ORFl QRE2　　　　　　　　QRE3
1-　　　　　～　　　　　　　　　～
ORF4
=:≡
300　bp
トーーー･-｣
第1回. pRS64の塩基配列の決定と本配列のORFの解析o UGAコドン
をトリプトファンコドンとして使用
1　2　　　3　4　　　5　6
′　●　●
Kb
0.〇 ･･･一 義
H H亡　　　　　　B E
⊂:亘≡空=コ⊂正≡⊂==工区;王コ
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票2臥　pRS64を保持する町64
菌操から抽出したmRiIJAに対し､
pRS64の各断片をプローブとし
てノーザン･プロット解析
レーン2,4,6:pRS64DNA､
レーン1.3,5:mRNA､
レ-ン1,2:プローブH-12使用､
レーン3,4:プローブBE-3使用､
レーン5,6:プローブBE-9使用｡
4 .まとめ
プラスミド,pRS64は何らかのタンパク質をコード　している｡今後､
太タンパク質の同定と宿主認識機構との関係を追求する｡
:i :),
細胞質蛾性不稔退伝子の構造と発現
東北大･退生研;亀谷寿昭　　　RR木工業大学;竹田其敏
1.はじめに
細胞質雄性不稔(CMS)は農業上有効であるが､その退伝子レベルにお
ける解析はいくつかの作物に限られ､そのメカニズムも"可能性"のレベル
を脱していないのが現状である.
木研究では､ CMS退伝子の相同性を通して作物間の差異､及びそのメカニ
ズムに迫ろうとするものである.
2.研究経過
cMS-Car,otの比t-DNAのllindIII切断片に､ T型CMS-Haizeの特異断片
TURF-2H3をプローブにしてhybridizeしたところ､ CMS･･正常両系統ともに
homologyを示した.しかし2H3断片の中の特異ORFをプローブにした同様の
hybridizeでは､ CMSの一系統のみ高いhomologyを示した･このHindHI特
異断片をpUC19にクローニングし､塩基配列を解析した･
3.研死結果
クローニングした特異断片は､ミトコンドリア特有のATrichを示し､
100bp以上のORFは4ヶ所兄いだされた･またこの中のORFの一つは､
T型CMS-Haizeの特異ORFに非常に高いhonologyを示した･
4.まとめ
cMSの原因となる蛋白コJJド領域について､ Carrot･Maizeで強いhomol
logyをもつ可能性が示されたが､異種間においての(特に申子粟･双子薬間
での)この様な示唆は興味深いものと思われる｡
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